
福島県では避難者の居住の安定確保を最優先課題とし、原子力災害により避難指示を受けている方々

が入居できる復興公営住宅4,890戸を整備しています。

このうち相双建設事務所は、南相馬市内の927戸と広野町内の58戸の住宅整備を担当し、現在、南

相馬市原町区内の北原地区と上町地区で造成工事を実施中です。今後、建築工事にも着手し、平成28

年から入居できる予定で、引き続き一日も早い完成を目指し、鋭意工事を進めてまいります。

また、北原、上町、南町地区の建築構造は鉄筋コンクリート造の3～5階建て、間取りを2～3LDK

とし、75歳以上の高齢者などを対象とした1階部分の優先住宅は、入口扉を引戸にするなどの工夫を

しています。
（入居申込は、復興公営住宅入居支援センターまで。［TEL024-522-3320土日・祝日を除く8:30～17:15］）

［南相馬市内の住宅の位置図］ （■(赤)の３地区は入居申込み受付中）

（※北原、上町地区以外は設計中のため、整備イメージが未完成。）

上町地区（南相馬市原町区）の造成工事の様子

◆復興公営住宅の整備（造成工事）を進めています。

（この便りは、相双建設事務所が取り組む復旧・復興事業の進捗状況などをお伝えするものです。）

【第20号】
平成27年 4月24日

現場担当者の声［上町地区］（関場建設：鈴木さん）

住宅や小学校などに囲まれ、また周辺道路も狭いた

め、地域住民やPTAの方々へチラシを配布し、小学

生の通学などへ配慮するとともに、事故のない工事に

努め早期完成を目指します。

上町地区の整備イメージ

北原地区（南相馬市原町区）の造成工事の様子

北原地区の整備イメージ

工事監督員の声［北原工区］（三品主査）

3月に造成に着手して以来、地元の方々に

ご理解とご協力をいただきながら、工事は

順調に進んでいます。平成28年の入居に向

け一日も早い整備を目指します。

所在地 地区名 戸数
入居可能
予定時期

入居
対象市町村

建築構造 進捗状況

北原 ２６４ H28年7～9月 浪江町
鉄筋コンクリート造

３階建て
造成工事中

上町 １８２ H28年10～12月
南相馬市、飯舘村、
浪江町、双葉町

鉄筋コンクリート造
３～４階建て

造成工事中

南相馬市 南町 ２５５ H28年7～9月
南相馬市、飯舘村、
浪江町、双葉町、
大熊町、富岡町

鉄筋コンクリート造
５階建て

建築設計中

辻内 １７６ H28年10～12月 浪江町 鉄筋コンクリート造 造成設計中

鹿島 ５０ H28年10～12月
南相馬市、飯舘村、
浪江町、双葉町、
大熊町、富岡町

木　造 造成設計中

広野町 下北迫 ５８ 用地決定後公表
浪江町、双葉町、
大熊町、富岡町

木　造 用地調整中

相双建設事務所が整備する復興公営住宅



苗作りにご協力いただいた皆様（どんぐり育て隊）

苗作りの様子

土取場から土砂を運搬している様子 ダンプトラック出発式の様子

完了
58%実施中

30%

未着手
12%

着手済
88%

（37箇所）

（90箇所）
（173箇所）

津波被災地の防災緑地や道路などの復旧・復興工事には大量の土砂が必要となるため、福島県では公

設土取場を開設し、土砂の安定した供給を効率的に行うこととしました。

この方法は、県が土砂の採取から運搬と土取場の管理を一括して民間事業者に委託し、受託者は土砂

の供給により得られる利用料金で業務を運営するもので、東北被災３県では初めての取り組みです。

この土取場(面積49ha)では約346万㎥の土砂が確保でき、相馬市内の国、県、市の復旧・復興事業

を対象に運搬しています。4月13日(月)には同市今田地内においてダンプトラックの出発式を行い、今

後平成29年3月までの間、沿線の方々への生活影響などに十分配慮しながら土砂を運搬する予定です。

これにより、沿岸部における復旧・復興事業がより一層加速することが期待されます。

当事務所では震災の津波被害を踏まえ、新地町沿岸部に津波の勢いを和

らげる効果を持つ防災緑地（埓浜地区）を整備しています。

防災緑地は、盛土の上にクロマツや広葉樹などを植えることで防災機能

が期待できるだけでなく、レクリエーションや自然とのふれあいの場とし

て活用していく予定で、皆さまに親しんでいただけるための取り組みも進

めています。

その一つである「どんぐりプロジェクト」の一環として、3月15日(日)

に新地町役場前において、地域の方々など約100人にもご協力いただき、

クヌギやコナラなどの苗作りを行いました。

今回ご協力された皆様が「どんぐり育て隊」として苗の里親となり、各

家庭などで苗木まで育て、平成28年夏頃に防災緑地に植える予定です。

編集者 ： 福島県相双建設事務所 企画管理部 企画調査課 TEL0244-26-1228 FAX0244-26-1197

Eﾒｰﾙsousou.ken@pref.fukushima.lg.jp HPｱﾄﾞﾚｽhttp://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41370a/soso11048.html

◇県道原町川俣線 八木沢トンネルの掘削状況

◆その他の情報

◇震災等の災害復旧工事の進捗（H27.3月末）
※対象は相双建設事務所が管理する道路、河川、海岸等であり、放射線量が高く査定が

未実施の避難指示区域の一部は含まず。率は事業箇所数で算出した割合。

H27.4.23現在、全長2,345ｍのうち南相馬市側から1,183ｍ地点を掘削中。

○次回は、「海岸堤防の整備状況」をお伝えする予定です。
（事業の進捗状況等により変更する場合があります）

◆防災緑地（埓浜地区）に植えるドングリの苗作りを行いました。

◆公設土取場の運用を開始しました。（安定的で効率良い土砂供給が可能に）

工事監督員の声（梅原主査：滋賀県からの応援職員）

現在、工事が本格化しており、今後、一層の推進を図っ

てまいります。

また、地域の皆さまと一緒にどんぐりプロジェクトや

ワークショップ、その他のイベントにも取り組み、早期の

供用開始に向けて頑張ってまいります。

公設土取場

国道115号
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